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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　収集袋を装着可能な本体部を備えた収集箱であって、
　前記本体部と着脱可能な底部と、
　前記本体部内に装着された前記収集袋内に挿入可能な補助体とを有し、
　前記本体部は、上下面が開口され、前記本体部の下方位置には、前記底部と接続するた
めの第一接続孔部が穿孔されており、
　前記底部は、底板と据付枠部とを用いて構成され、前記据付枠部には、前記本体部と接
続するための第二接続孔部が穿孔されており、
　前記補助体は、巻回可能な帯状部材を用いて構成され、前記帯状部材の内部および外部
の少なくとも一方には、複数の立設部材が設けられ、前記補助体の固定位置は、前記本体
部から突出して上下に移動可能であり、
　前記底部の上に前記本体部を設置した際に、前記第一接続孔部と前記第二接続孔部とを
連通させた状態で挿通して、前記底部上に前記本体部を固定可能な留め具を有する
ことを特徴とする収集箱。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ゴミ袋等の収集袋を効果的に使用可能とする、収集袋補助体に関するもので
ある。また、本発明は、収集袋補助体を用いて構成される、ゴミ箱等の収集箱に関するも
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のである。
【背景技術】
【０００２】
　屋内外の清掃作業等を行う場合、清掃作業にて得られたゴミを収集する際には、通常、
合成樹脂製のゴミ袋等が用いられる。そして、集められたゴミは、塵取り等を介して、ゴ
ミ袋に収集される。このように、ゴミ袋等にゴミを収集する場合には、一般に、一方の手
で塵取りを持ち、他方の手でゴミ袋を持った状態で（ゴミ袋の開口部の開口状態を適切に
保持等して）、ゴミ袋内にゴミを投入しなければならない。
【０００３】
　また、屋内外においてゴミの収集が行われる場合には、ゴミ箱等も使用される。その際
、ゴミ箱内に直接ゴミを投入する場合もあるが、通常は、ゴミ箱内に合成樹脂製のゴミ袋
等を装着して、そのゴミ袋内にゴミが投入される。
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－２２５１５７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述したように、ゴミ袋のみを屋内外で使用する場合には、ゴミ袋を立設した状態にす
ると共に、ゴミ袋の開口部が閉じないように、片手で開口部を保持する必要があるため、
ゴミ袋内にゴミを投入する作業が非常に煩雑であるという問題があった。
【０００６】
　例えば、かかる問題（開口部の保持等が必要であるため、作業が煩雑であるという問題
）を解決する手段として、特許文献１に示すような技術（以下、「従来技術」という。）
も開示されているが、この従来技術は、部品点数が多く、装着等が面倒であるため、煩雑
さは解消されない。
【０００７】
　また、屋内外のゴミ箱を使用する場合には、ゴミ箱の大きさ等によっては、装着してい
るゴミ袋を有効活用できないという問題があった。
【０００８】
　そこで、本発明は、上記従来技術等の問題点を解決するためになされたものであって、
ゴミ袋等の収集袋のみを使用する際における煩雑な作業（収集袋の開口部保持作業等）を
なくすことが可能な、収集袋補助体を提供することを課題とする。また、本発明は、上記
従来技術等の問題点を解決するためになされたものであって、ゴミ箱等に装着される収集
袋を有効活用可能な、収集袋補助体を用いて構成される収集箱を提供することを課題とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、収集袋内に挿入可能な収集
袋補助体であって、巻回可能な帯状部材を用いて構成されており、巻回して前記収集袋内
に挿入した状態で、前記収集袋を立設状態（自立状態）に維持すると共に、前記収集袋の
開口部を開放状態にし得ることを特徴としている。
【００１０】
　このような構成によれば、ゴミ袋等の収集袋のみを使用する場合、本発明にかかる収集
袋補助体を収集袋内に挿入することによって、前記収集袋を立設状態に維持すると共に、
前記収集袋の開口部を開放状態にすることができる。つまり、収集袋の開口部を手で保持
等することなく、ゴミ袋等の収集袋内にゴミ等を投入することができる。したがって、本
発明によれば、ゴミ袋等の収集袋のみを使用する際における煩雑な作業（収集袋の開口部
保持作業等）をなくすことが可能となる。
【００１１】
　また、本発明にかかる収集袋補助体においては、前記帯状部材の内部および外部の少な
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くとも一方に、複数の立設部材が設けられている構成が好ましい。
【００１２】
　この好ましい構成によれば、前記立設部材を設けることによって、前記収集袋補助体を
前記収集袋内に挿入した際に、前記収集袋を適切に立設状態とすることができる。なお、
立設部材は、ある程度の剛性を有するものであれば、どのような形状のものでも使用可能
であり、例えば、板状の立設部材や円柱状の立設部材を用いることが可能である。
【００１３】
　さらに、本発明にかかる収集袋補助体においては、前記帯状部材の端部に、前記収集袋
の開口部を挟持可能な挟持部が設けられている構成が好ましい。
【００１４】
　この好ましい構成によれば、前記挟持部で前記収集袋の開口部を挟持することによって
、前記収集袋の開口部を簡単に開放状態にすることができる。
【００１５】
　また、本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、収集袋を装着可能な
本体部を備えた収集箱であって、前記本体部内に装着された収集袋内に挿入可能な補助体
を有し、前記補助体の固定位置が、前記本体部から突出して上下に移動可能であることを
特徴としている。より具体的には、本発明は、収集袋を装着可能な本体部を備えた収集箱
であって、前記本体部と着脱可能な底部と、前記本体部内に装着された前記収集袋内に挿
入可能な補助体とを有し、前記本体部は、上下面が開口され、前記本体部の下方位置には
、前記底部と接続するための第一接続孔部が穿孔されており、前記底部は、底板と据付枠
部とを用いて構成され、前記据付枠部には、前記本体部と接続するための第二接続孔部が
穿孔されており、前記補助体は、巻回可能な帯状部材を用いて構成され、前記帯状部材の
内部および外部の少なくとも一方には、複数の立設部材が設けられ、前記補助体の固定位
置は、前記本体部から突出して上下に移動可能であり、前記底部の上に前記本体部を設置
した際に、前記第一接続孔部と前記第二接続孔部とを連通させた状態で挿通して、前記底
部上に前記本体部を固定可能な留め具を有することを特徴としている。
【００１６】
　このような構成によれば、前記補助体が前記本体部から突出した位置で固定可能である
ため、前記本体部に対して大きめの前記収集袋を用いる場合であっても、前記補助体によ
って、前記収集袋を有効活用することができる。つまり、前記本体部から突出した前記補
助体内にゴミ等を投入することによって、ゴミ等を前記本体部からあふれさせることなく
、適切に収集することが可能となる。
【００１７】
　さらに、本発明にかかる収集箱においては、前記補助体が、上述したいずれかの構成に
かかる収集袋補助体であることが好ましい。
【００１８】
　この好ましい構成によれば、前記収集箱が前記収集袋補助体を有するため、前記本体部
内にて、前記収集袋の立設状態を維持すると共に、前記収集袋の開口部を開放状態とする
ことができる。したがって、このような構成によれば、前記収集袋がどのような大きさで
あっても、前記収集袋を有効活用することが可能となる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、ゴミ袋等の収集袋のみを使用する際における煩雑な作業（収集袋の開
口部保持作業等）をなくすことが可能な、収集袋補助体を得ることができる。また、本発
明によれば、ゴミ箱等に装着される収集袋を有効活用可能な、収集袋補助体を用いて構成
される収集箱を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、図面に基づいて、本発明の実施形態を説明する。
【００２１】
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＜第一実施形態＞
　図１は、本発明の第一実施形態にかかる収集袋補助体の使用状態斜視図を示したもので
ある。また、図２は、本実施形態にかかる収集袋補助体をゴミ袋（本発明の「収集袋」に
相当）内から取り外した状態（あるいは収集袋補助体を収集袋に装着する前の状態）の分
離斜視図を示したものである。さらに、図３は、本実施形態にかかる収集袋補助体の平面
図を示したものである。また、図４は、本実施形態にかかる収集袋補助体の部分拡大図を
示したものである。
【００２２】
　図１に示すように、本実施形態にかかる収集袋補助体１０は、ゴミ袋Ｆ内に挿入して使
用されるものである。具体的には、本実施形態にかかる収集袋補助体１０は、ゴミ袋Ｆを
立設状態に維持すると共に、ゴミ袋Ｆの開口部を開放状態にすべく、ゴミ袋Ｆ内に挿入し
て使用されるものである。
【００２３】
　上述した図１～図４に示すように、本実施形態にかかる収集袋補助体１０は、第一帯状
部材１１、第二帯状部材１２、挟持部１３、および立設部材１４を用いて構成されている
。より具体的には、図３等に示すように、第一帯状部材１１と第二帯状部材１２とを重ね
合わせて、これらの帯状部材１１，１２の間に、複数の立設部材１４を挟み込み、この立
設部材１４の先端部に挟持部１３を設けて、本実施形態にかかる収集袋補助体１０が構成
されている。
【００２４】
　本実施形態にかかる収集袋補助体１０を構成する帯状部材１１，１２は、例えば、紙（
厚紙、段ボール紙等）、布、合成樹脂等、巻回可能な材料を用いて形成されている。また
、本実施形態においては、二つの帯状部材１１，１２を重ね合わせて、その間に（すなわ
ち、「帯状部材の内部」に）立設部材を挟み込んで収集袋補助体１０を構成する場合につ
いて示しているが、本発明はこの構成に限定されない。したがって、例えば、一つあるい
は二つ以上の帯状部材の外部に複数の立設部材を設けるような構成としてもよい。また、
帯状部材の内部および外部の両方に複数の立設部材を設ける構成としてもよい。
【００２５】
　また、本実施形態にかかる収集袋補助体１０においては、帯状部材１１，１２の一方側
端部に、挟持部１３が設けられている。ここでは、帯状部材１１，１２の内部に設けられ
た立設部材１４の端部に挟持部１３が固着して設けられている。この挟持部１３は、図４
に示すように（特に図４の部分拡大図に示すように）、第一挟持部１３Ａと第二挟持部１
３Ｂとを用いて構成されており、これらの第一挟持部１３Ａと第二挟持部１３Ｂとの間に
、ゴミ袋Ｆの開口端部Ｆ０を挟み込むことができるように構成されている。
【００２６】
　より具体的には、例えば、予めこの第一挟持部１３Ａと第二挟持部１３Ｂとの間にわず
かな隙間を設け、この挟持部１３Ａ，１３Ｂ間における摩擦にてゴミ袋Ｆの開口端部Ｆ０
を挟み込むことができるように構成されている。また、例えば、洗濯ばさみ等のように、
第一挟持部１３Ａと第二挟持部１３Ｂとの間に付勢力を有するヒンジ部等を設けて挟持部
１３が構成されており、第一挟持部１３Ａと第二挟持部１３Ｂとの間にゴミ袋Ｆの開口端
部Ｆ０を挟み込みように構成されてもよい。
【００２７】
　また、本実施形態にかかる立設部材１４は、ある程度の剛性を有する材料を用いて構成
されている。したがって、例えば、立設部材１４は、紙（厚紙、段ボール紙等）、合成樹
脂、木材、金属（アルミ板、ステンレス板）等を用いて構成されている。
【００２８】
　本実施形態にかかる収集袋補助体１０は、上述したように、第一帯状部材１１、第二帯
状部材１２、挟持部１３（第一挟持部１３Ａ，第二挟持部１３Ｂ）、および立設部材１４
を用いて構成されている。そして、かかる構成に基づき、以下に説明する使用態様におい
て、種々の作用効果を奏する。以下、具体的に説明する。
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【００２９】
　本実施形態にかかる収集袋補助体１０は、広げれば図３に示すような平面状態となる構
造を有し、必要に応じて、巻回して使用すべく構成されている。したがって、使用しない
ときには、図３に示すような平面状態、あるいは小さく巻回した状態で保管される。
【００３０】
　そして、本実施形態にかかる収集袋補助体１０を使用する場合には、図２に示すように
、収集袋Ｆの大きさに合わせて収集袋補助体１０を巻回し、巻回した状態の収集袋補助体
１０を収集袋Ｆの内部に挿入する。
【００３１】
　本実施形態にかかる収集袋補助体１０は、帯状部材１１，１２の内部に、図３等に示す
ように、複数の立設部材１４が設けられている。したがって、収集袋Ｆ内に収集袋補助体
１０を挿入すると、収集袋補助体１０自身が立設した状態（自立した状態）となる。
【００３２】
　本実施形態にかかる収集袋補助体１０を巻回して収集袋Ｆ内に挿入すると、上述したよ
うに、収集袋補助体１０は、収集袋Ｆ内にて自立する。このような状態において、次いで
、図４（特にその拡大図）に示すように、帯状部材１１，１２の端部（上端部）に設けら
れた挟持部１３にて、収集袋Ｆの開口部Ｆ０（開口部端部）を挟持する。
【００３３】
　より具体的には、図４に示すように、収集袋Ｆの開口部Ｆ０の複数個所（本実施形態に
おいては四箇所（図１等参照））を、帯状部材１１，１２の上端部に設けられた複数の挟
持部１３にて挟持する。それぞれの挟持部１３においては、第一挟持部１３Ａと第二挟持
部１３Ｂとの間に収集袋Ｆの開口部Ｆ０の端部を挟み込むことによって、収集袋Ｆの開口
部Ｆ０の開口状態を保持している。
【００３４】
　本実施形態においては、以上のように収集袋補助体１０にて収集袋Ｆの立設状態と開口
部Ｆの開放状態を維持し、収集袋補助体１０の内側にゴミ等を投入する。
【００３５】
　本実施形態においては、上述したように、巻回することによって自立可能となる収集袋
補助体１０を収集袋Ｆ内に挿入し、収集袋補助体１０の上端部に設けられている挟持部１
３によって収集袋Ｆの開口部Ｆ０を挟持するため、収集袋Ｆを立設状態に維持すると共に
、収集袋Ｆの開口部Ｆ０を開放状態にすることができる。したがって、本実施形態によれ
ば、ゴミ袋等の収集袋のみを使用する際における煩雑な作業（収集袋の開口部保持作業等
）を行うことなく、収集袋Ｆ内（より詳細には、収集袋補助体１０内）に簡単にゴミ等を
投入することができる。
【００３６】
　ゴミ等の投入が終了した後には、挟持部１３に挟持されている開口部Ｆ０を外し、収集
袋補助体１０を収集袋Ｆから抜き出すことによって、適切に収集袋Ｆ内にゴミ等を収集す
ることができる。抜き出した収集袋補助体１０は、再度使用する場合には、上記と同様に
して新たな収集袋Ｆ等に挿入し、使用しない場合には、平面状態（図３参照）あるいは小
さく巻回して、保管場所にて保管する。
【００３７】
　本実施形態にかかる収集袋補助体１０は、以上のように構成され機能するため、ゴミ袋
等の収集袋のみを使用する際における煩雑な作業（収集袋の開口部保持作業等）をなくす
ことが可能な、収集袋補助体１０とすることができる。
【００３８】
＜第二実施形態＞
　次に、本発明の第二実施形態について説明する。
【００３９】
　図５は、本発明の第二実施形態にかかる収集箱の概略斜視図を示したものである。また
、図６は、本実施形態にかかる収集箱の分解斜視図を示したものである。また、図７は、
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本実施形態にかかる収集箱の部分拡大図を示したものである。また、図８は、本実施形態
にかかる収集箱の使用状態斜視図を示したものである。さらに、図９は、本実施形態にか
かる収集箱の他の使用状態斜視図を示したものである。なお、本実施形態においては、収
集箱をゴミ箱として使用する場合について説明するが、本発明にかかす収集箱はこの使用
方法に限定されない。
【００４０】
　本実施形態にかかる収集箱は、図５等に示すように、補助体２０、本体部３０、および
底部４０を用いて構成されている。より具体的には、図６に示すように、底部４０の上に
本体部３０を設置し、その本体部３０内にゴミ袋等の収集袋Ｆを装着し、その収集袋Ｆ内
に補助体２０を挿入すべく構成されている。
【００４１】
　本実施形態にかかる収集箱を構成する本体部３０は、角柱形状を有し、その上下面が開
口されている。そして、その側方部には、把持可能とすべく開口把持部３１が設けられて
いる。また、本体部３０の下方位置には、底部４０と接続するための第一接続孔部３２が
穿孔されている。
【００４２】
　本実施形態にかかる収集箱を構成する底部４０は、底板４１と、この底板４１に設けら
れた据付枠部４２とを用いて構成されている。また、この据付枠部４２には、本体部３０
と底部４０とを接続する際に使用する留め具４４を挿通させるべく、第二接続孔部４３が
穿孔されている。図７（特に図７の部分拡大図）に示すように、この留め具４４は、把持
部４４Ａと挿通部４４Ｂとを用いて構成されている。
【００４３】
　本実施形態にかかる収集箱を構成する補助体２０は、内側帯状部材２１、外側帯状部材
２２、立設部材２３、および内側保持部２４を用いて構成されている。より具体的には、
重ね合わせた内側帯状部材２１と外側帯状部材２２との間に複数の立設部材２３を設け、
内側帯状部材２１の内側に内側保持部が設けられている。この帯状部材２１，２２は、例
えば、紙（厚紙、段ボール紙等）、布、合成樹脂等を用いて形成されている。また、立設
部材２３は、ある程度の剛性を有する材料を用いて構成されており、例えば、紙（厚紙、
段ボール紙等）、合成樹脂、木材、金属（アルミ板、ステンレス板）等を用いて構成され
ている。
【００４４】
　本実施形態にかかる収集箱は、図６等からも明らかなように、底部４０の据付枠部４２
内に本体部３０を載置し、据付枠部４２の第二接続孔部４３と本体部３０の第一接続孔部
３２とを連通させた状態として、これらの連通した接続孔部３２，４３に留め具４４（の
挿通部４４Ｂ）を挿通させて、底部４０上に本体部３０を固定する。次いで、本体部３０
内に、ゴミ袋等の収集袋Ｆを装着し、収集袋Ｆ内に補助体２０を挿入する。図５は、この
ようにして構成された収集箱の概略斜視図を示している。
【００４５】
　なお、底部４０と本体部３０との接続方法は、本実施形態の方法（留め具４４を用いた
方法）に限定されず、必要に応じて種々の方法が適用可能である。例えば、本体部３０の
第一接続孔部３２が設けられた位置に、第一接続孔部３２に換えて突起部を設け、この突
起部を据付枠部４２に設けられた穴部４３に係合させるような構成としてもよい。
【００４６】
　本実施形態にかかる収集箱は、上述したように、補助体２０、本体部３０、および底部
４０を用いて構成されている。そして、かかる構成に基づき、以下に説明する使用態様に
おいて、種々の作用効果を奏する。以下、具体的に説明する。
【００４７】
　本実施形態にかかる収集箱は、例えば、図８に示すように使用される。具体的には、本
体部３０内に挿入されている補助体２０を上方に移動させて、この補助体２０内部にゴミ
Ｇ等を投入する。このような構成によれば、本体部３０の容積を超える大きさの収集袋Ｆ
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が本体部３０に装着されていたとしても、本体部３０上に突出させた補助体２０によって
、本来の本体部３０の容積を超えるゴミＧ等を収集することが可能となる。
【００４８】
　また、図８に示すようにゴミＧ等が収集された収集袋Ｆについては、収集箱からの取り
外し方法として二つの方法があげられる。
【００４９】
　一つ目の方法は、収集箱を構成する本体部３０から、収集袋Ｆと補助体２０とを同時に
上方に抜き出す方法である。このようにして収集袋Ｆと補助体２０とを同時に取り外した
後には、収集袋Ｆ内から補助体２０を抜き出すことによって、収集袋Ｆ内にはゴミＧ等の
みが収集されることとなる。
【００５０】
　二つ目の方法は、図９に示した方法である。この図９に示す方法は、底部４０から本体
部３０を取り外す方法である。より具体的には、底部４０と本体部３０とを接続している
留め具４４を接続孔部３２，４３から抜き出し、その後、開口把持部３１を持って、本体
部３０と補助体２０とを上方に持ち上げる方法である。この方法によれば、収集袋Ｆ内に
多くのゴミＧ等が収集されている場合や重いゴミＧ等が収集されている場合であっても、
収集袋Ｆ（ゴミＧ等が収集されて重くなった収集袋Ｆ）を本体部３０の上方に持ち上げる
必要がない。したがって、本実施形態によれば、ゴミＧ等を収集したことによって収集袋
Ｆが重くなっていても、比較的簡単に収集箱から取り外すことができる。
【００５１】
　本実施形態にかかる収集箱は、以上のように構成され機能するため、収集袋がどのよう
な大きさであっても、その収集袋を有効活用することが可能な、収集箱とすることができ
る。
【００５２】
＜その他の実施形態＞
　なお、本発明は、上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨に適合し得る
範囲で必要に応じて種々の変更を加えて実施することも可能であり、それらはいずれも本
発明の技術的範囲に含まれる。
【００５３】
　上記第二実施形態においては、本体部３０内に補助体２０を有する収集箱につい説明し
たが、本発明はこの構成に限定されない。したがって、例えば、本体部３０内に、第一実
施形態にて説明した収集袋補助体１０を挿入するような構成としてもよい。
【００５４】
　また、他の実施形態としては、既存のゴミ箱等に上述した実施形態にかかる収集袋補助
体や補助体を適用してもよい。例えば、図１０は、本発明の第一実施形態にかかる収集袋
補助体１０の他の使用状態斜視図を示したものである。
【００５５】
　より具体的には、この図１０は、既存のゴミ箱Ｂ１，Ｂ２に対して、第一実施形態にて
説明した収集袋補助体１０を適用した例を示したものである。図１０（ａ）と図１０（ｂ
）とは、それぞれ同様の収集袋補助体１０を、異なる大きさのゴミ箱Ｂ１，Ｂ２に適用し
た例を示している。図１０（ａ）の第一ゴミ箱Ｂ１と、図１０（ｂ）の第二ゴミ箱Ｂ２と
は、図に示すように、その高さ方向および幅方向の寸法が異なる。本発明にかかる収集袋
補助体１０であれば、そのゴミ箱の大きさ（幅方向の寸法）に合わせて巻回して挿入可能
であるため、図１０に示すような大きさの異なるゴミ箱にも適切に対応可能となる。つま
り、ゴミ箱（収集箱）やゴミ袋（収集袋）がどのような大きさであっても、本発明にかか
る収集袋補助体１０を用いることによって、そのゴミ箱やゴミ袋を有効活用することがで
きる。
【００５６】
　また、図１０においては、ゴミ袋（収集袋）の開口部を挟持部にて挟持していない状態
を示しているが、本発明は、この使用態様に限定されず、当然のことながら、ゴミ袋の開
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【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】本発明の第一実施形態にかかる収集袋補助体の使用状態斜視図を示したものであ
る。
【図２】本発明の第一実施形態にかかる収集袋補助体を収集袋（ゴミ袋）内から取り外し
た状態（あるいは収集袋補助体を収集袋に装着する前の状態）の分離斜視図を示したもの
である。
【図３】本発明の第一実施形態にかかる収集袋補助体の平面図を示したものである。
【図４】本発明の第一実施形態にかかる収集袋補助体の部分拡大図を示したものである。
【図５】本発明の第二実施形態にかかる収集箱の概略斜視図を示したものである。
【図６】本発明の第二実施形態にかかる収集箱の分解斜視図を示したものである。
【図７】本発明の第二実施形態にかかる収集箱の部分拡大図を示したものである。
【図８】本発明の第二実施形態にかかる収集箱の使用状態斜視図を示したものである。
【図９】本発明の第二実施形態にかかる収集箱の他の使用状態斜視図を示したものである
。
【図１０】本発明の第一実施形態にかかる収集袋補助体の他の使用状態斜視図を示したも
のである。
【符号の説明】
【００５８】
　１０　　収集袋補助体
　１１　　第一帯状部材
　１２　　第二帯状部材
　１３　　挟持部
　１３Ａ　　第一挟持部
　１３Ｂ　　第二挟持部
　１４　　立設部財
　２０　　補助体
　２１　　内側帯状部材
　２２　　外側帯状部材
　２３　　立設部材
　２４　　内側保持部
　３０　　本体部
　３１　　開口把持部
　３２　　第一接続孔部
　４０　　底部
　４１　　底板
　４２　　据付枠部
　４３　　第二接続孔部
　４４　　留め具
　４４Ａ　　把持部
　４４Ｂ　　挿通部
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